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地域医療支援中央会議について   



地域医療支援中央会議について  

1 趣 旨   

平成18年8月31日に「地域医療に関する関係省庁連絡会議」（厚生労働省、  

総務省、文部科学省）によりとりまとめられた「新医師確保総合対策」におい  

て、地域医療を広域的に支援するために全国的な病院ネットワークを有する公  

的医療機関の代表等からなる「地域医療支援中央会議」を開催することとされ  

ている。   

既に、都道府県においては、地域における医師確保対策に取り組んでいると  

ころであるが、国においては、地域医療の確保に関する好事例の紹介や改善方  

策の提示などにより広域的な視点で都道府県の取組を支援する仕組みとして、  

地域医療支援中央会議を開催するものである。  

2 検討内容  

・関係団体等により実施されている好事例の収集・調査・紹介等改善方策に   

関すること  

医師確保等を含め地域医療の確保に関する助言・指導に関すること  

関係医療機関に対する協力要請に関すること  

専門家（地域医療アドバイザー等）の派遣に関すること  

緊急避難的医師派遣に関すること  

3 幹事会   

中央会議の「幹事会」を開き、具体的な対策を検討する。  

4 会議の位置づけ   

医政局長による会議  

5 会議の構成員   

別紙の通り  

6 開催回数   

3月に1回程度のペースで開催予定  

7 事務局   

医政局指導課にて行うものとする。   



地域医療支援中央会議構成員   

（氏 名）   

うちだたけお 内 田 健 夫  

（役 職）   

社団法人日本医師会常任理事   

全国医学部長病院長会議会長   

学校法人自治医科大学  

卒後指導委員長（兼）地域医療学センター教授   

社団法人全国自治体病院協議会会長   

千葉県病院局長（病院事業管理者）   

全国厚生農業協同組合連合会  

経営管理委員会会長   

財団法人宮城県対がん協会会長   

社会福祉法人恩賜財団済生会常任理事   

独立行政法人国立病院機構理事長   

日本赤十字社事業局長  

おおはしとし 大 橋 俊  お 夫   
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ひさみち  

○ 久 道   

まつぱら  

松 原  

やぎき   矢 崎  

やまだ   山 田  

19年4月10日現在  

1：○は座長  

2：五十音順、敬称略   
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そ の 他  

①地域医療確保支援モデル事業  

②医師数に係る関係資料   



地域医療確保支援モデル事業実施要綱（案）  

1．目   的  

この事業は、医師確保対策をはじめとした地域医療の確保について都道府  

県が独自に創意工夫を凝らし、地域の実情に応じた効率的・効果的な医療提   

供を行う全国的なモデルとなる事業に対して助成を行うことにより、地域の  

医療確保対策の推進に資することを目的とする。  

2．事業の実施主体  

都道府県（委託を含む。）  

3．事業の内容  

都道府県が医師確保対策をはじめとした地域医療の確保のために行う、全  

国的なモデルとなる創意工夫を凝らした事業とする。  

【例】   

・都道府県内の医師確保における取組   

・勤務医と開業医との連携による取組   

・医療関係職種間のチーム医療の推進等による役割分担や連携による取組   

・女性医師、女性看護師等が働きやすい環境作りの取組   

・診療に従事する医師の学会参加やその際の代診派遣の取組  等  

4．補助対象事業の選定  

地域医療支援中央会議等において補助対象事業の選定を行う。   



○ 近年、医師国家試験の合格者は毎年7，600～7，700人程度であり、死亡等を除いても、   

毎年3，500～4，000人程度増加。  

（医師数）平成10年24．9万人→平成16年27．0万人  

○ 人口10万人対医師数についても毎年増加。  
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医師・歯科医師・薬剤師調査   



○都道府県別に見て、人口10万人対医師数は134．2（埼玉県）から282．4（徳島県）まで存在。   

（人口10万人対従事医師数で見ると、129．4（埼玉県）から264．2（東京都）まで存在。）  

0 しかし、平成10年から16年において、東京都、大阪府の医師が顕著に増加している事実はなく、医師が大都市に   
一極集中しているとまでは必ずしもいえない。  

平成10年   平成16年   

1  （総医師数）  （総医師数）  （従事医師数）   

召全国   196．6   211．7   201   

∃北海道   
192．8   216．2   203．6   

168．3   173．7   164   

168．8   179．1   167．9   

宮城   184．7   201．0   188   ．岩手                秋田   177．1   193．2   181．9   

ヨ山形   177．2   198．8   184．2   

福島   167．5   178．1   171   

136．4   150．0   142．3   

i栃木   181   200．2   189．8   

群馬   187．9   201．4   192．2   
埼玉   116．5   134．2   129．4   

干葉   138．3   152．0   146   

ヨ東京   264．4   278．4   264．2   

樺 164．2   174．2   167．4   

新潟   168．8   179．4   166．9   

諸富山   207．6   230．4   213．6   

石川   253．5   252，8   238．8   

福弄   197．1   212．4   202．7   

眈傑 180．8   193．0   186．8   

慣野   171．9   190．9   181．8   

岐阜   156．8   171．3   165   
静岡   157．7   174．9   168．5   
愛知   175   184．9   174．9  

平成10年   平成  16年  

（総医師数）  （総医師数）  （従事医師数）   

三重   175．6   184．3   176．8   
滋賀   176．3   200，8   189．7   

京都   262．9   274．8   258．3   

大阪   228．9   244．6   231．2   

兵庫   193．7   207．1   197．3   

奈良   180．2   204．3   196．7   

和歌山   221．4   247．8   236．8   

鳥取   255．8   280．6   258．3   

島根   228．1   253．0   238．1   

岡山   237   258．8   246．3   

広島   222．9   237．0   224．9   

山口   216．6   237．9   224．1   

徳島   263．3   282．4   262．4   

香川   233．7   249．7   236．6   

愛媛   219．3   233．2   223．9   

高知   258．3   273．6   261．4   
福岡   252．1   268．0   253．2   

佐賀   209．7   228．2   216．4   

長崎   237．8   262．5   247．2   

熊本   239．7   247．5   235．4   

大分   219．4   238．5   226．9   

宮崎   199．2   218．4   206．9   

鹿児島   211．7   224．3   212．9   

沖縄   176．6   204．9   196．3   

人口10万人対医師数の  

平成10年→平成16年の増加率i   

全国  曇   

東京  105．3％（264．4 → 278．4）   

大阪  106．9％（228．9→244．6）  
l   

愛知  105・7％（175・0→184・9）i  

（参考）総医師 数   

全国平均…211．7人   

最大都道府県・・・徳島県（282．4人）   

最小都道府県・・・埼玉県（134．2人）  

最大と最小の差は、約2．1倍  

出典二厚生労働省大臣官房統計情報部  
平成16年 医師■歯科医師■薬剤師調査   

注）総医師数・・・医師・歯科医師■薬剤師調査に届け出た全ての医師の数  

従事医師数＝・総医師数のうち、医療機関（病院・診療所）に勤務する医師の数  
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☆：暫定的医師養成増対象県（人口10万対200未満、ただし100km当たり医師数60以上を除く）  

（出典）平成16年 医師・歯科医師・薬剤師調査  



（凡例）100平方km当たり医師数  

覗140以上  

☆：暫定的医師養成増対象県（人口10万対200未満、ただし100km当たり医師数60以上を除く）  

（出典）平成16年 医師・歯科医師∫薬剤師調査   



各都道府県内においても、県庁所在地など人口当たりの医師数が多い地域と、郡部など少ない地域が見られる。  

■16  市・；医而・；∈Kl市書査 し   

人口10万人当たリ  
従事医師数（県内）   都道府県  人口10万人当たリ 従事医師数（県）  二次医療圏  人口10万人当たリ 従事医師数（県内）  県内での差  都道府県  人口10万人当たり 従事医師数（県）  二次医療圏  人口10万人当たリ   県内での差  都道府県  人口10万人当たリ 従事医師数（県）  二次医療圏  

上川中部   284．6   
203．6  3．0倍  石川県   238．8   

石川中央   303．0   
2．4倍  岡山県   

県南東部   282．6   

根室   95．8  能登北部   124．4  
2．2倍  246．3                                 高梁・阿新   127．4   

北i毎道     H                                                         ”青森県 凹   
164  津軽地域   241．6   

2．6倍  福井県   202．7   
福井・坂井   276．2   

2．6倍  広島県   224．9  呉   276．3   

西北五地域   94．7  奥越   104．9  広島中央   
16倍当  

174．3   

盛岡   247．4   
岩手県   167．9  2．4倍  山梨県   柑6．8   

甲府地区   311．5   
3．3倍  山口県   

宇部りト野田   
224．1  

364．9   

二戸   102．7  東部   93．8  萩   
2．3倍  

159．9  

188  仙台   
291．6   松本   295．5   東部Ⅰ   302．0   

宮城県  6．5倍  長野県   柑1．8  2．6倍  徳島県   262．4  
黒川（※り   45．1  木曽   114．5  西部Ⅱ   

1．7倍  
179．2   

秋田周辺   250．4   岐阜   213．7   
秋田県  181．9  2．5倍  岐阜県   165  1．8倍  香川県   236．6  高松   301．8   

湯沢・雄勝   101．0  中濃   120．2  小豆   
2．2倍  

140．3   

184．2   
村山   225．6   

山形県  
酉遠   

1．8倍  静岡県   
219．8   

168．5  2．6倍  愛媛県   
松山   267．9   

最上   126．3  北遠   84．7  
223．9  1．6倍  

‾7′lコ   165．8   

171  県北   223．4   
2．2倍  愛知県   174．9   

尾弓長東部   317．1   
4．9倍  高知県   261．4   

中央   293．8   

南会津   99．4  尾張中部   64．2  
1．9倍  

高幡   151．4   

福島県                                                           ‖ 茨城県  つくば   322．2   
142．3  176．8   

中勢伊賀   228．5   
4．0倍  三重県  1．6倍  福岡県   

久留米   
253．2  

385．9  

常睦太田・ひたちなか   80．1  東紀州   145．4  
3．1倍  

京築   126，0  

県南   
189．8  

235．7   
栃木県  2．0倍  滋賀県   189．7   

大津   307．4   
2．8倍  佐賀県   216．4   

中部   277．8   

県西   118．4  甲賀   110．4  西部   
1．9倍  

149．9   

前橋   368．6   
群馬県   192．2  2．8倍  京都府   258，3   

京都・乙訓  341．4   
3．3倍  長崎県   247．2   

長崎   318．4   

太田・館林   131．8  山城南   104．2  
3．0倍  

上五島   106．0   

129．4  西部第二   222．3   
2．8倍  大阪府   231．2   

大阪市   315．2   
1．9倍  熊本県   

235．4  熊本   352．8   

児玉   84．8  中河内   163．5  阿蘇   
3．2倍  、埼玉県  109．9   

安房   253．4   
146  197．3   

神戸   
3．0倍  兵庫県  

254．9   
詑干葉県  乙0倍  大分県   226．9   

別杵速見   295，0   

夷隅長生   84．3  西播磨   128．7  東国東   
2．3倍  

128．6   

区中央部（※2）   1，190，6   
264．2  196．7   

中和   236．5   
9．6倍  奈良県  1．6倍  宮崎県   

宮崎東諸県   
206．9  

283．3   

1東京都 l（※3）   西多摩   123．5  西和   146．4  
2．5倍  

西都児湯   114．4   

jll崎南部   232．8   和歌山   313．3   319．9  
r神奈川県   167．4  2．0倍  和歌山県   236．8  

116．6  那賀   146．8  
2．1倍  鹿児島県   

県央  
3＿2倍  212．9  鹿児島  100，0   

新潟   311．2   西部   351．9   南部   235．2   
新潟県 ” 柑   166．9  3．1倍  鳥取県   258.3 2．0倍  沖縄県   196．3  

十日町   99．6  中部   
1・6  

176．7  宮古   149．7   

ほ  213．6  富山   257．7   
1．5倍  島根県   

360．1   
2．7倍   

※1黒川（大和町、大郷町、富谷町、大衡村）  

新川   167．5  
238．1  出雲  

＿ 133．4   ※2区中央部（千代田区、中央区、港区、文京区、台東区）  

※3 島しよ医療圏を除く。   



○ 平成10年から平成16年において、病院勤務医師は10，583名（6．9％）、診療所勤務医師数   
は9ク152名（10．9％）増加しており、増加率は診療所の方が若干高い。  

≡ニ  

二三一≡三＝≡享≒f  
ご  ・∴、 

．．   

病院勤務医師増加数  

（平成10年→平成16年）  
10，583人  

診療所勤務医師増加数  

（平成10年→平成16年）  
9，152人  

病院勤務医師の割合の変化  

［平成10年］64．6％→［平成16年］63．8％  

1   1．     ．1Jヨ Lヨ1「1    】「∴  




